
 
 

 

 

神 奈 川 県 地 震 被 害 想 定 調 査 
 

 

 

 

 

報  告  書 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年３月 

 

 

神奈川県地震被害想定調査委員会 
  

（概　　要　　版）



 
 

 

 

 



 
 

は じ め に 

 

 神奈川県は、太平洋プレート、フィリピン海プレート、北米プレートという３つのプレー

トが集中する地域に位置しているため、地震が起こりやすい地域であり、これまでも東海地

震や神奈川県西部地震などの切迫性が指摘され、首都直下地震の発生も懸念されてきたこと

から、地域防災計画の見直しや地震防災戦略の策定などを通じて「地震への備え」に力を注

いでこられました。 

 平成 23 年（2011 年）３月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震（東日本大震災）は、強

い揺れと巨大津波により、東北地方のみならず、神奈川県を含む東日本の太平洋岸を中心に

甚大な被害をもたらしました。それと同時に、東日本大震災は、平成７年に発生した兵庫県

南部地震（阪神・淡路大震災）以降、神奈川県が強化してきた地震への備えに対して衝撃を

与えました。これは「想定外」の規模の地震による被害でした。 

 災害の備えは、災害による被害を明らかにすることから始める必要があります。地震の備

えについて言えば、その出発点は地震被害想定調査です。神奈川県では、昭和 57 年度から

60 年度、平成３年度から４年度、平成９年度から 10 年度、平成 19 年度から 20 年度にかけ

て４回実施してきました。今回は「想定外」をなくすために、東日本大震災で明らかになっ

た知見を反映させた地震被害想定調査を行うこととし、平成 25 年度から 26 年度にかけて実

施しました。 

具体的な内容としては、東日本大震災後に得られた地震学の新たな知見に基づき、神奈川

県に甚大な被害をもたらす可能性がある地震をすべて洗い出し、それらによる被害を想定す

ると同時に、地震発生から被害が拡大していく様相を明らかにしました。また、予想される

住民等の避難行動や各防災機関の応急対策を時系列にまとめた「シナリオ」を作成しました。

さらに、住民や各防災機関等が被害軽減のためにどのような事前対策や応急対策を行えば、

被害軽減にどの程度役立つのかがわかるような工夫もしました。 

この被害想定を行うために、多くの学識経験者や市町村の防災担当者などで構成する「神

奈川県地震被害想定調査委員会」を設置し、幅広い観点から検討を加え、内容を深めていた

だきました。 

今回の地震被害想定調査が、県民、企業・団体、そして行政の防災・減災対策を点検・強

化するきっかけになることを強く希望するものです。 

  

神奈川県地震被害想定調査委員会委員長 吉井 博明  
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